巧！！ ください， ♦スリムブラブ《り巧げ•化 

。スホ-巧亂じ)だ;*]端;誌就*;•••止 


か〇径巧蓋 fl 寺巧ち 


巧スの运巧は巧巧巧にご 

0 巧スの S 巧は、 9 化 
でください， 
a 化巧スホースは. 
'^•い’バ 化巧スホース I方ス 
巧 a 化なスホースグ 
よつで g な 0 まずの 
しで < だ 5 い。 

♦ LP 方ス . 12 A • 1 
か曰运巧 3 »を巧ち 
3" ■ド） 

參その巧の巧スの a さ 
S 巧なス巧 a 化巧ス 


A ま轟 


>义災そ巧 


をつけたまま持ち IK? しなレで < ださし、 
さ化なスホースび担けた 0 . _ 

折れた 0 しで为ス«れ口 S WO 

巧とま担になります， たンお 
また、やけ•ど fit 后因にをな /mA 

〇运》です • /A I i 


0 たなの下など、 * 下巧の度反のあるとこ 
では在ちしない 

でください. ^斤®-^: 

H 止 そ。び 


>ほ温やけどにま* 



0 3 * るじかに«民* •巧に友でないよラにしで < だすい， 
ほ盈苗でを通巧的(こちにるとはまクけどの房函じな 0 まず， 
<巧にミし巧巧-おろ巧-おな奇ウ、ち人 W ど、冨づの®を 
* 止で身なをおかだな:いち.巧巧びおしい時、巧るしに時-反 
«の篇い入 w どヴお巧しのとき巧、巧りの方び注»しでく 
ださい，） 


さ S を 
わごかダメ 


0 m 空な清用 3 <巧 8 の e 震な 

ど）に拍 M しないでください，また、巧 
»、を巧、シーツなどをの上に■いた 
* S 0 , »m：o しないでください， 

义巧やきめめ學巧巧«远じな 0 ます， 



«巧巧は3 »麵に）田.1分 MllSIlffl ィ—、スプレ—® ( Ifififl . へでースブレー! 
■ ■ モ田ずな， S を N けるなとしでお S ■の毎 (\)を麵«の«巧に喔かないで<だ3い， 

S を入れがで 、ゾスブレ-定の«巧の ff 田になりが • 


♦ホ 1 •ち <ださい， 

空巧巧のび巧 <ぶ 
し、巧巧をが巧Iこぶ 
る一.お化な»巧 g の 
る 9 巧び友ウをす， 


>巧ス事が巧让 




〇 ご《巧ホに蘭爾な:《>、じ巧い，具常«ヴするなどふだんと■クた Rg になクたと S や.巧■、乂 
巧など*>の霸をは.巧ねでかを〜這の巧 ■« しで<だ 3 い， 

そのまま C しでおくと、• ちや义おのな 0 ます， 

*« をにとさな f 巧!!かなクと*つたら 1 ( 43 ページ）を©巧レでください，それでを巧むな 0 
C ならないと S 巧、お»い上げめ* 8 巧 0 - ホたはるぶ 0 のがIの S なI 5 店、 S* 巧.ホ巧巧 C こ 
4 »<ださい， 




0 * おスイツモを巧る，時③巧ス巧ち«じる， 


»分な巧比 


寒«巧««な巧の入は e 巧にお W した 0* 

I a •泣*は巧わないでくださし、. 

ち巧な巧しでけびや■巧の巧芭こをります。 


参お巧必 S •スフレーち度資 参!!常時の巧 ■ 


乃スおれに巧ついたときは 1 


«えやすいをのならはなしてを运する巧燃巧のスのをくで®巧しない 


安を上のごま意必すお巧りください 汽吿 A 祥告 


A ま意 


乃ス涵れ C * ブいたとさは巧ス ■« 省（供6蘭 9} 
(»^)のめ■び》むるをでの M 、 g 巧に火モクけた 
^Zy 9 sm ( as ■その巧 > のスイッチの入、巧や電■ブ 
ラグの asB しちよび a 迈の>6ち « s しないで< 
だか、 

巧ヴ乂巧でを乂し««■田ち S こすことヴを〇ます、 


M 



權 B めよク MC な僅义や 7 いものを■む 
ないで下さい，ホた. （IS そ B ■の■ぶ、 
k 家農 • ■ 力ーテンなど；•无やでいちのに 
かジけな:いで < だ 

諸•田に g。dA 


0 巧ソリン • ペンジン • スフレーなどみ火の 
S それのるるものモ巧 < で巧巧しでいる!* 
は， 《g そ《巧しないで<だ奋い， 

»とを乂 •《 巧のお 
それヴ巧〇寒ず. 


禮。，满 


①すぐに«月ホ々 A 、— や P そ«けジス S ■をるよ0巧巧ス奉■雪《巧 《■«> に畫薦レで< 
I 巧ス Mg じる， かへ出す， • だちい， _ 

瞧霉鑛^ 


•\ :*クけた■や巧出巧 C し巧レ 
、^ジ< ださし、 

^ チ n だめ參巧の >8じ狂0ます， 

A {タィマー着6<^«&さのそ<) 


0 9 姐 6 おし 0 やエアクィルター巧巧に ft, 
巧、 ■« など«入れた 0 、みさいだウしな 
いで <だ«い， 



巧巧を雲«や乂 W 
の AS になります • 



この檐巧を5をに圧しくお®いいただ<ために、この環は化ダお B みくだちい • 

この巧巧找巧■および«岳への«巧では ilS を圧しくち*いいたださ、巧なたや佑£ 0 人々 
へのる a やね*への震*を未がIこ巧江ずるために、いろレろなち表巧をしでいまず•その 
巧巧と•巧は巧のよラになつでいまず•巧 S をよくち w しでから巧なをむ iWK だる化 


/ K 警告 


參巧用ガスおよび毎巧爾おについで 


• ボ _ ■ _。_ 

A この S 巧を**しで®つに电 OS いをすると、入ザ* C またなまた — 

ム lA/ な!« _は义巧のち》ヴ||し巧つでまじることが S 泛ミれる巧® 5 >しでいミザ，_ 

A この 9 巧を無 S しで a つた巧 0 巧いをずると、人な巧亡またな ■««!! ク弓 III 任、ま 

® ,には乂おの巧 R 巧ヴ巧定交れる巧 S を»しでい S す， _ 

/へ：ホち f この表示を無巧しで g つた巧 0 巧いをすると、人ヴ■■を•う巧!か S や 8 巧 

ム心が の巧まび。をミれる巧ちを，しでいまず_ 

ち R 巧についでなのよラな■巧びお 0 ます， 


确 n 方 ABg じ s 巧 
mm ル-ブ）がぴ《, 
では M でがせん, 


«巧しでちるジス（づスブ 
■■ (15 • ■SR) cm 


auT る巧示の为スおよび ■* ヴー扭しない《さ. 

不巧を 1 «»じぶ 0 — 48 化巧*巧«じなっに 
り、«巧■火ク»篇ヴ苗《する!*さヴ巧〇 
まず，ち g されたとさじち、 万スの g 巧 
UUOgS をめプ 11 巧しで < ださい， 
ねからなレ•さはち貧いとIかな 8 巧ちまた 
なをよ 0 の方ス VKS mmmm にさ e 
しで<だるい< 


: I 

• 0分 ! 

j :，が が 100 V . 

1 t か•■■0 がかぃ 

' EK . ; 

4か.；） AA « S : 



>义巧示巧 



a 化巧スホ》ス 


吝〇 JJ-A 

I .. - 
















♦なを.お壬入れ 


革:源フラクのあつかいにごま窗 


C Ag 夕ちを入れの ff はなプ看蠢ブラブを巧 
レ、でく.だきい • 

* ■やけザをずることび ^ 

雜ぁ。まも 


〇 電源フラヴの巧や巧の巧0巧け巧のほこ0 
は.よくふさとつで<だちい， 

«巧巧«がぶ下し、 に、^ 

化ザ行つ乂ぶの奇坦に r ぶり 一 m\\ 

ます. 城，樹 


遍思のをし□のお寺入れ 


0 1力巧に10むよは、 a ■巧出し曰のちこ 
0を ■& 婦巧麵なごで Att しで <ださい， 
この!■合、なプルーバーヴじ p うぶんじ巧 
え、巧»つアンだなま oa ■ジおなくなっ 
たのを■なみでから巧:)で<ださい . aa 
巧出し0のルーパーち9<}«えたウ、 ■« 
sm また口し5すと、ルーバー方^れ巧びっ 
た0しで、蠢風 _ 

の巧巧的 R わり. (^\ 

巧（力■ベット 知 

なと） trmmr —v 巧 
ること巧り* [ 1 マ n ぶ么 

端な•く \m^ 


参巧巧上のま»(巧いおそ巧にはさわらせないでください。） 


■* フラグは.み做ホで g ら巧いで < だ 

ち，やけびを 尸 n 
tt れ手 git することぴ \^\ J 

あり防1^^ 


やけどに注富 


/ r ^ 懼巧かおよ巧 S 巧■瘦は.機巧面む巧は ■ 
t 夕が) gc なつでちウタすのでさを»れないでく 

か••止やけどめおそれびあり 6* です.巧に a ® 
巧ホし0ちよヴそのな巧じご i « ください。 


截器に柔らない 


« e のとに»なけた0, «つたりしないで 
; <ださい， 

まて.拉坦 W とじ 
よ 0. ブ 巧の 巧苗 イク 

じ的ことびち。ジ姨とな ! J 



夏 a 巧おし□へのいたすらに注急 K 巧面をを！こついでの’;主急 


MWaj し£3{*»でフ，ンげ田。でます. 
«^蒙なとを入れなレでくださ1、 
k やけと.けヴの ft それび友ります，（巧に. 
I かさなおさ巧ヴいるご*毎はこ注*くださ 
し、） 


巧 ft やち寺入れのとさに、通祖«^なし Q や 
\ エアフィルタ ー a ので «* に«モ入れない 
で < ださ L 、 

けびの iB じが0ます， 


靡。 



をおフラクを持つで弓 I き巧く 


© 3> ドる ■! •ひつならないで < ださい， 
コードの W が:と 
でち#することび 
ぉ…々ります • がと•ぃ 

56ブラクを«ツ /' ^ 

で < だミぃ， 


«巧フラク不ちを径镜煤化 


onr ラブの II し&みは>11に巧うこと， 

I ■レをみ々巧みいと••すかおの W みこ g 
ります • 


aa 巧あし〇の巧に巧を ■ いた 0 、 mmco 
I 餐面 cr アクィルター苗）をふさヴないで 
くだまい， 

る宙ぶちび g 
く W り.ホ窗 

の否鱼 • ひ U 例 I' ぶ 1 )/ 

茵じ公。り i ザ 

y ります， k ピ 


巧おフラクを巧いで巧义しな:い 


■9 フラグの SStt しによる覇6 . ♦じは 
I しない， 

蒙巧の3篇のをとにな口 $7， 



ま全上のご注意 必すぉ巧りください 


參巧巧上のま S 


やけとじミ . fS 


•方ス■巧防比 


カス诗を巧レる 


巧をつけでいただぎたレこと 


スブレーなどの度巧の裝化 


ft 用巧 • m によ0编麵ヴ»比レた 0. K ク VS 賴はなず蒲6スイッチち巧 0. 31义し 

l ^ Sjl ) で M ブタク $ a いで■•び>比しなと S ■■ た：:と««なのでくだ5い • 巧»かけや， ィ—\スフレーや化巧する巧 

ん«|の tiB (エアクイルター0がヴ Annas し3いと«巧、巧ス s るな巧« f \ j m 巧 ‘— n の多い！•巧 （■.gage 

"になウでがけ0巧说れなリタ 巧ぶな じでください， \Jy ^ 巧 MS 。 でな M しなし、若 


**•4 ■* になゥでお〇>す0で寺を《れないで なお じで <ださい, 

<ださい， 

やけとのおそれヴ巧ウ巧»です， 


禱 



お650の乃ス6(巧> 


參泣 ■« 巧 


しゆうたんの上で话巧するお舍 



ぐ > V スフレー々化そ*巧する! iR 巧よぴ 
X I M 巧こ0の多い！•巧 （■ • MS 巧や、タツ 
、— y 年-»«111など）でな««しないで < だ 
* 止ミぃ • 

«度の巧■や.两8な刃スや gg 巧巧スの 
巧$じぶ0る雲 

びさひたりする ‘ ^ 


■ザ ft ましはじ A たる7みやか I こ ■£« 巧 
化レで ■* フラグンなントれる S いで 
<だ5い， 

糧じょる一巧 的な巧で お S そ gg 
することヴぉ〇まで> 



巧器に巧い唐を当でない 


g し、黑ところで巧«巧しないで 
<ださい， 

巧び g で3まることがち0ます， 


ドアの巧く に 這かない 


ドアの巧 < などに■かないでください， 

苗货の技旧や，クロど^^どのおそれヴ巧〇 
を巧です. 


巧は y 場所は避ける 


•通 S • 巧の m 憲など> 巧な 
な!■巧では絕巧に a 巧しなし、で < だ5い， 
宙巧ヴ巧れに口 

1}«ヴ巧じする^ :& 9 rMJ \ 

?そ懸。ま 


湿った場巧では ァース が必愛 


こ 0 M モ漏つ TdK でる ttd なで一 
スびな•でず. 

不巧をな«含は巧>の届 S に r ィ〇まず_ 


水のかひる搂巧へ i さ夏しない 


来の巧かる«巧 I こは10■レなレ>で< だまい《 

\ また，よに巧ひんやま魚げちなどを■かな 
いでください， 

米がなかると« ろ J 

がぶち 感 


軍おコードの巧お•班エ禁比 


■扉コード S 巧 g しで g « はしないでくだ 

ViV ••の fi ■は••コ- 

B とドびコンたントに ク •* パ 

ミ誠 m 

乂歡劝 (8 〜み : n 
になります， 


この機度は S 巧 gA 機 S のため、 RS の ■ 
いお S ■などでは、壁や天巧び S ■する場 
含び友0ますので《«をしでください， 


たこ运お綜禁止 


ミい這巧へ設蓄しない 


たこ SR 線なしない， 

ごン它ントヴ通おされ 
巧火のち适じな0ます. 


0 權誦に3»の«い場巧や、扣 SB のち< 
な»^いでくださも^« 

M し巧を1$■が B いで空を滴ず H 巧た 




化ずることび巧0まず- 
















機巧と巧衡 


;-ジ«ご 6 h < ttS い， 


8 扣のなまえとはたら« 


巧 >. ちなたのお«■で活■させで < ださい • 


の巧を》■巧 


化巧巧巧で快 ssn 

saniB • 室通巧巧 M 能が 


快3巧を撰なわない《巧9房 

オーたース機巧が 


お 9 S の iS ちを•お B みの SS に投定し C ちくと 
M »« Mi (巧スは巧な®狂)びづス■をコント Q 
一んし•巧 iSWSS じ泛ろまず•巧至 S 丢.巧なま 
S な.デジタルでち示します，《淀ページを巧 


ち巧び按定空巧に掛法 ft 、 30巧ごとにおが*に 
友つたてげ«で .3 ◎じむたウおを至 a を負お的 
I こてげます。（ぉさぇめ；1ぉ«巧巧は2国じゎにり 
度をき巧を有巧的にでけます。） 


めすぎをおさを、快宙で《ェみ 

おさそめ通 Ett が巧 


SS ヴ R をち巧に致 S ずると•宜 c 的に巧巧を巧 
止し >8めずさをおさそます， 

S 巧ク RD •巧8巧’ K お巧の*いなちでを S め 
す5のない巧 SO [巧エネ■おを実3しまず，(苗 
巧スイッチ巧） 


また•巧の S は . SS のほ巧 .5? 污巧巧•おはよラ 
タイマー巧定 0 Q 巧•をな滴巧巧巧、 Sg 巧のが》 
巧有などの«賴を！!巧しお»らだします。 


エアブイル》一の毎こり居ミりをお巧らだする 
フイルターサインな 


るしをのために： 

安を巧賴巧 


エアブ<ルターのさこりの巧まりそ巧巧ろだす 
るフイルターけイン巧•ヴインび々 a しにら，フ 
ィルターの補なを I ! 


ft 巧巧の巧一の■巧を巧お C 巧ぐ sg 安を SI 
巧です • 

♦す巧を巧度巧 itSI 
♦互巧文 ！ S ま SI 
M 晰止 »■ 




































る部のなまえとはたらき 


<靡巧-表巧巧> ♦* 巧表巧部のフタを M さまず。 



蓮 E スイツチ 


フイルターヴイン 


• r がページ#巧 g 巧〜"ぺージ 参 巧 


エアフイルターの逗 
こりちまウをお巧ら 
せします•（巧6点 g ) 


*ぉ >止するた巧の 
度レ巧タンスイッチ 
でプ•タイマ—*6巧 
K ウ W しをで S ます， 


_時 H をせスイツチ•ランプ 

R 在巧坦おはぶ5タイマー16の巧巧させ 
«ブると《の巧•スイツチでプ， 

巧 A えは、 ろシブめみ * 【g さ）によウおが 
るせし*す， 


靈 ‘ 1 / 持巧震節 
空気满»»乃の嶺スイッチ 


fiSSS • 巧' ちなよクタイマー6ち 
巧巧の an ちよぴ SS 爲 m 巧モ巧 g るスイ 
ツチです。 


•*39 •がページ 参巧 


»38〜がページ参巧 


ロックスイツチ•ランフ I 


a ツクをごツ h または巧0巧す 
スイツ子です， 

むッ S 巧ランプ（巧を）ヴな巧 

します， 


«^39ベージさ規 


オートたーブランブ 


3— 卜むーブ通巧巧じな 0 (a 
を》します- 


•38 ベージき巧 


空気*»スイッチ 


空な溝ま S 反をでットまたは取 
ウ萬すスイ、ンチです。 


おち无めスイッチ•ランプ 


おまえめ * 坛 5 G ットまたは运 
0巧すスイッチでず，ごット巧 
ろンつ (巧を）ヴ巧巧します。 


か 39 ぺ—ジ#巧 


表巧《 

お定妄まぶ狂重ち•巧泛巧巧 
おはよ クタイスー 按玄《»、さ 
a 谓巧!*巧を11示しまず， 

—巧〜4!ベージタ巧 
また、 ！(《 時には受を a ■の巧 
占巧 S を{(示します， 

"43 ベ-ジ參規_ 


おやすみスイツチ•ランフ 


おやすみタイマー道坛をでツト 
または巧0巧ブスイツチです， 
ごツト厉ランフ {» を> び角巧 
します。 


W むべージ含規 


おはようスイッチ•ランプ 


おはぶ3タイマー*后をごツ ?- 
まには巧〇满ずスイツチです， 
たツト巧ランフ （» を）び ； sc 
します。 


•のべ’-’シをお 


316«巧ランプ 


(» さ）9坛の•おは尖5 
タイ7— のホ巧巧，およ 
ぴおさえめ916のな«淳 
じ中に麻订しま7， 

席ががかむ財し巧 • 

♦38 ページ参# 


さ«满タランフ 


空 S 馬み■巧巧じな 
巧 (19 ら)しホす， 


>41ぺージ参巧 


機 B の巧置 


お损前のちおとお韶 


♦巧毎を巧0ます， 

ろ9がの S で巧や S89 分 S 田0巧 SI (す， 

巧ス a»o には.輯ちI «■« じおけるご入巧とのため巧ヤツフびクいでい*す. B ウパしで巧巧 
しで <だ5い， 


設慶巧巧についで 


>义災示巧のために 

一 A 注意 


よ巧4 Scmwj ： 

が4もゴ村な£ 


« 


S 苗の巧な巧巧らは.じゆ S ぶしで<だ3し、 



檐货の的巧は- eocmuu ： 

* 巧は， 4. ScmU 4 よ 

上巧は、 4.5 cm なと 
巧巧巧は. 4.5 cm お上 
なえですいモ r のびら«しでくだすい. 

(巧，エアクィルターの巧*のためには，とち 300 r ， 
な上の空なヴ必 iS でず，） 

をた，じょクぶでザ巧な巧巧に a いでくだ5し、 


A まを- 


♦ 1 * い 


毛足の S いじゆうた/'ぶ) J : に■く巧合は•じようぷでスお巧の*！巧などち B いで》 W にしでくだミい • 
法®ヴじホクたんにあに〇巧运するおそ打び友〇卖す， 


i 參 g 巧の巧曲び巧打れでいると.置しいおが8の*@ヴ巧化できないことヴあ〇ます， 


電源の接続 


♦章萬ブラブをコンむントじ巧实にきしをみ巧巧しでください • 



( US ) 

• WD — ドが ■*« おし〇の前を*したり、«篇の下を*さないで<だ31\ 


カスの接病 


巧スの?|«巧*»ちへこお爾くだを(《、 



( US ) 

♦ ocmnfco しで亩<なつた«化方スホースんなブ坦〇8えで < だ3い. 

•« 化方スホースザ、巧れたウ、 GG れたウし«いよ5にでさるだヴ巧く巧»しでください.（かじ巧スホー 
スの« さは. できるだけ 2 rr ^ T で、«<でる 5 m & 下 C しで<ピさい、） 

巧スホースは、 « w の了ち通しに0、 g »7> ga « じ®れないよウ(こしでください， 

W 化なスホースな、巧の S 里ホで巧 g した0、«天巧《どを*しでた0しないで< だ3い • 

隹巧ス MSC ■びついたウ、11«ヴ巧1すると巧ス義れの»适と?£0ますので、でい拉いに gs にお巧り 
»ぃ<ださい • また、ち S いじなろなし用は、キ t •ップを巧ス餐巧 DC はめで < だ3い. 


6. がが 


0 巧けにおいです用な場さな、お!!いよげのち巧ち、またなもよ 0 の当むのをな、るち 、 mm 
A 巧6しでくだミレ • 
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巧めてお ffi いになるとまは_ a 巧-巧止のしかた 


連お前の準摘と强認 


- A 替吿 


9 


寒含の巧くにスフレー宙 
やなそやずいをのびない 
ことを ae しまず。 



2方ス，霉巧の毎巧び巧実 
であることを S かめ、お 
«■のガスををを巧にし 
まず。 


き田に 



おみ S の乃ス巧 < か 


( H 0) 

♦本 KS は SB 巧なので、 IMS 用のよ3い B をされますと a しく爾巧が■をウます， 



争7夕0上に■いた0、91ぃ巧で挿ぇた0しなぃで<だ3し、 ■« ず SMS ヴ A ウ >7, 


为スファンヒーターの■本1•巧のしかたでず， 

お ff いになられるときな. 34 • 35ぺージ ecus まとのこ3*」をおむだでお巧みください。 


運括のしかた 


♦憑坛スイツチを巧しまず， 

参*坛宙巧ランブヴ»るじな巧しまず. 

>巧巧フアンび苗ちします. 

♦ f 5- io » j 含でな义し. a おが巧ランフヴ这をなら巧含に堅 
ね〇> バーナー亡用火したことをお记らなします. 


( WSCi ) 

•«} めでご«巧に容るとさや.しなら<«0な<«つたとちは、*坛《巧をしでを ES 巧に空巧びちるため， 
183の•巧でな义しない!•さびあ0まで，9611巧巧、«30巧たつでをな乂し>^^いとさじは. 旨む的に* 
g を•比します • そのとさは、两«*61■巧を巧つで <C さい. 



■ •る火巧火 S じ f コツ^ツ J チ Ui といウ g ヴすることびありますび.こ打は《規巧がのぞ巧 W I 
• g の S でずので q ろね g は友0まなん • ! 

• 參巧火*»に*おスイッチを W した！•含は.ザぐにはな W しませ/ V ，抗20かたつでから SB 的に巧乂 R 巧に！ 

I 入0まダ， ！ 


淳止のしかた 


■遍 E スイツチを巧します。 

参91巧巧巧ランブヴ»巧しミす. 

♦巧火度、巧ホフアンは e 巧《06し《けでからホなします、これ 
は《«1巧の*ほ < W る S で g でち 8) レでいるた巧です、この 
面.■涯ブラブげ巧かないで<だ3し、， 



心まを- ••••• - 

Q #«g の. M ブラブのミ!さ Sgc ぶるや.«乂1«の lil ブラブの SIS 泣 S 巧巧む巧いで<だ 
さい， mn (7> am <7 M & c ^^09 r . 


ミ♦□ックヴ巧ット5れでいると S 巧，》としでろ a ックランプは点巧しつヴヴ> 〇ックされ*せん•ミ 
5 > 巧べ-ジ♦霞 • 


8巧な面のしかた 



fifls 巧 • 麵 j の！&定巧ぶび fie は，運お巧しなで8«なん, 


• sa 調節スイッチを押し、室巧 
を B をしまず。 

♦巧めで通6されるとさは，お SS 3 ザ22で C たツ 
h * されでい S ず， 

ホ巧を H なびを含巧!# ffi スイッチを巧し. 

S の a « に包ッ h しで<だ5い， 

♦技を sa は fLj (がけで} nej "-じむ [hj 
く通《しで a な巧}の e 狂でごつ卜でさます， 

•巧奇ままは rLj (1 でより巧い s き：. f 1 i - 
rsoj で毎} mj (30 でよ 0 馬い錫さ}の！!巧 
をしまず。 


( US ) 

参お S 霸の辑ち、 BIA 巧、 S 巧 3 SW どにぶゥでな.おをされた S 3 に g らない扇 S ヴあウま 7. ホた、 
3«巧になつでをお«■の S * ザ上びつでい<ことびあウますので.こ0とさな，お3まだ巧] IW し 
でください， 



参 sss 示は、確篇 R 面の»ま苗のる S を S 巧しでいまずので.お货■の as と子 g な:る》さヴ巧〇まご 
す. R 示される SS は.目 P すとしでください，巧に讀巧ミ目乂定しげら< しで SS »£ する g をは。火*; 
3*-4巧岛巧 g 空3が* く «示さ rv ることヴ巧〇ます， ； 


巧ートむーブ通ちとは 

お 《■? •房し、鑛ゃ芙 P な:ど巧 S 卖：)で<ると，ホえでいる巧になべで田じ ea でる人巧には 
かし•びく S じます。そこで*め gg じよるで巧»の巧比や«エネ扇 K する宜的で. satoifi 定 
肅漢じ應しにろ、 M ヴ自わ的じを是よ0巧 < ssnn する S 坛療巧です • 


♦お 9 MI の ite びを S 霞 g じ gii 巧、30巧ごご 
じお a ■じ友つに下げ ♦ く11ス！で）で、3 
eco たを負公的に下け S ず， 
2 SS な》ゆる«拍《を巧います> ただし、. 
ち5えめ蒙巧を S 巧しでレるとさは，2面に 
〇た0«定里*そ有 B 的!こてげ、ゆらさ«巧 
巧巧いホせん，<ゆらさな S と(3、お巧 
a ■を J •やか C 在化さが、看*«を W く 7が 
«です，） 

♦才ート C - フ藤お C な0まずと f 才ートな- 
フ J ランブヴ A 巧し、3—卜ごーフ»位ので 
$ることそち反らなします、 

♦ S 巧ち货せし. B 好巧 S した巧の巧ち SS び 
;6で W 下の*さおよび26で W よの«ちじは- 
す一 卜 G —ブは•さまなん. 

參才ートむープ g 巧巧は、巧巧空るび巧を5ぶ 
よ0度く»示されることびお0まずび、巧》 
では友0ません， 



記憶構お 


おを室法おはようタイマ ー a 坛のテ巧巧る!，お S えめ a 坛の B 巧.空る巧册おの*巧は、1度 t ツト 
すれば7イコンヴ民巧しをす.巧国. a 拉するときは巧じ苗までをれな、友らためで巧まするな獲はを0 
ま巧ん， 
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おをえめ通ちのしかた ！ ロックのしかた 

I 


おさえめ運転のしかた 


さ-苗-巧巧ホ化を宜巧的じくウなをします， 

♦おさえめスイッチを巧しまず。 

^おさまめ j ランフ （ S を）びな灼ます， 

•おさそめ通坛の巧0おしかた。 

f おさえめ J スイッチを巧しま夕。 



I ♦巧めで*坛さ n るときは、おさまめ a 氏は B30 ミ 肖し（おさえめランス月口>に G ットされでいまず， 

；♦巧在空法びお定室さよ0巧！こ上ヴるとお火 f * お/巧巧ランプは»をお口）し. S 5 ま*び下ヴると. 
I 巧火します， 

ミ参が巧 W 化の （a 垃/巧戾ランフはちを房巧）に TAJ スイッチを巧すと、 S さに巧み«<活火します， 

ミ♦•ち义を.巧巧フでン巧扔 a 巧巧国6し K けでから g としをす， 


( HE ) 

♦春巧やか03ご9ひい8や. S 宙な KM 巧の■い巧8■でこ S 巧に W る瀑を、ま a びよ0上巧 
することヴあウまでので、このぶ5なとさはおさえめ通巧ちごが巧<ださい> 

♦■さなどを3ヴ上ヴ0に<いとさな、おすえめ ■ es * 巧しでるつでモ»巧 g 化 C 9 らない拳ザあ0ます. 
♦苗厉♦比一•巧巧の< 04し ■£ ち巧まない境をは，ぉ3ぇめ31£をぉゥ#しでこ«巧<だ3ぃ， 



かさな巧夕錄めいたプらじぶる事®巧巧化するため、ロック《ちびついでます • 


♦ロックスイッチを巧しまず。 

fO ック j ランプ（巧がヴななします， 

•□ックの巧り消しかた。 

f ロック j スイッチを1け SU と押しで<だ25い • 



争 SC ホ ca ックを它ットしにとさな、 * 反スイツチの>化»巧む巧 a . «巧でを K く W ウホす. 

参淨化巧じ□ックを C ツトしたとさは.すべでのスイッチの*!巧びで至 W く W 0ます. 

參ロックランプ房なかじ I おする«るな、0ツクを巧りちしでから》おスイッチの«巧をしでくだ5い， 


巧を時巧のをせかた 


99巧モさせな<でを. ）§ 淆の扇6に S ■巧り S 巧んび、おはよクタイ々—霸6巧で 5 S だ/ V ， R 田 fiSK 
巧けとしでお S いに W をと S やおはぶ5タイマー遍巧をするとさ巧の#)*で巧巧をさだ S 7. 

!«: 午 HIOIISS 巧 C ろサ るとか 

1 r 時巧させ J スイッチを1巧巧レます。 

• H 巧货 I こ. W 巧ヴ R 巧3れ、 raitti ランプび巧*しミす， 

♦はじめで W 巧含なするとちは.»を苗に（午前む的）び及巧されさす，29目な(•だ，お•しでいる 
巧巧グ«巧5れホす， 

2 Taj スイッモを巧しで、午巧10時35巧に合せまで。 

♦ fAJ スイッチを1担巧すと W 巧巧）巧 S みます， 

• fAj スイ、ンチを巧しつごけると， R 巧び*なしで巧〇ウをす， 

*0 しで巧し巧けると rooj 巧に'<^つたちと.巧の巧び1巧曲プつ a みます. 
fq = s 5 io ； ooj でいつたん巧そはなし，巧 S 巧しら:おし 1 年巧 to : 巧 J で巧をは g しまず. 

# fvj スイツチを巧すと逆の®さになります. 


imti 

MS 巧 


〇 〇 
はやすみ1(^巧よろ） 


RSSt «BM 

'就，：;巧で团 


〇夕—7 

tO 


E0P f が无 ^ 


年«なホ«な 
S ホし gT . 


:>ちなよう 


。。 _ 雨! 口加 

章ゎ，弓护ょうた梦 V ;;今:; 

. . .ら崎 hr 卜 



3 r 時刻させ j スイッチを2◎巧し持巧させ壳了です， 

参 r 時ミ tj ランプと 1* おはよう J 時お含なランフびち巧し.巧巧さだの巧7です， 

[坊巧さだ J スイ、ンチち巧しにち点で午巧10巧35分0巧からスタ ー h し、ま示3のコ D ンヴな滅し巧 
わびおまます。 



MS 9 li をは_さの} m は[车ちか00!巧のじ巧な r す巧 0:00! に含なます. 

たを、とだお—3の} e 巧をしまず. 

争 M ブラブ5コンたントから»いた0、したと S は巧巧び#化しまず.ち a « したと S なら S び巧 a 
び進み«4^)ち示»は f — J を«示します ■. そのとをはあらためで巧巧さだをしでください， 
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( SlU ^ 

♦お巧ぶ 5 タイ 7 — 9699819. 巧ッ^すると Cft され>7,巧 B むを H じ RB に^67ると6は、 S 

ろためで C "ノト T る公■巧巧 OS だん*驚するとさも«ろた》でなットレが»レで<だ3い， 

♦おはぶウタイマープラグ S3 ンごントかろ*いた 0. ♦■したと8は.おはよクタイマ 
—16のなットヴ m され、おはよクタイ7—霸6な K» され»巧ん， PI 通■した CS 巧デジタル A 巧 B 
ヴ f 00 J のか ■!! 示をし S す. ■& スイッチしで f 0日 J ち WRS、 巧 SA 泛 Rn そなッ h し 
で<だ5レ、 


おはよラタイマー運おの閲始時間についで 


♦ おはよラタイ 7 — 遅 E むツト持巧に巧ブくと通 E を MB しまず。 

每このフでンヒーターのおはよクタイマー*坛は、ちはよクタイ7— *坛巧ント货助の1時面巧のおがち 
巧 its を呂«巧巧し、 C ット W» より！!夫1巧 n 巧よ OCE をが巧し，ご、ント99なじはおが宙ヴほぼお 
定 gg じなるよ5に負 fi 的に通なします， 

«まげ、下毎のようじ « Q より寒い巧は巧义ぞまく、 * かい白!ま麻乂を a < します， 

(かかを M ■かでの M ••卜 --なみ i . おマィコン tfE ,.} 

I 仁二こ二） 


ns よウを寒い ；2 



参お巧居の《ちま巧 M がどによ〇按を a 毎とをさび一技しないことび友0ます。 

參おはよラたット時巧の巧？坊苗をに© B 的に巧化しまず. 

争タイ7— g 巧々は巧をま坦び fHJ の*!をでる、目®のに26でのお定で通巧しまず。 

参一 a たットしたおはよラタイ 7 — 時巧は 7 イコンび IS 確しでいます。 

争没を時 S ををちしたいとまは、巧度がページの!お はよクタイ7 — Rg のさせか た I にしにびつで子 
巧 RS ををせなおしでください. 


( SgP ) 

参タイマー WB 巧に«い巧■びるつたとをや、 ee したとをは、デジタル«巧»ヴ ro 3 i のな ■« ホと《 
0、タイマ ー W 6 しない*!含びち0まず，このとかま（坛 S した巧は賴18を S こしたか蓋6スイツチを 
If レで 【 C 3 J あらためでがぺージおなよ巧ィ户,6 のしなた 1 にしたびつでむツトしで 

<ださ化 

♦m ををそしないとタイマー邏£はでさません. 


おはよクタイ 7 — 蓮后の前に蘭 ■ しでください， 

参巧»■の方ス巧はを N じしでください， 

が « R 巧は、*在と含つでいミすび•巧つでいないと S は•巧ページをごらんくだ S む U 
鲁ちはよクタイ 7 — «巧なご，ソトすれでい S ずクバむツトしでいないと g 巧•がべージをごらん< 
ださし、） 

♦ S 3* がまごツトミれでいますな•（它ツトしでいないと S は,38ベージ5ごらんくだ SL 、> 

♦ S « 巧巧に■■巧ク巧度》はお0まだんか • (巧に化か/.じヴじ身なじあたらないよクじしでください •> 


3 r おはぶラ J スイッチ巧巧します， 

参 f おはぶう J ランブと ae •巧巧ろンフヴ巧しごッ 
卜堯3です， 

垂おはよクタイタ•は，*拓巧でを巧と中でをなッでさます， 
<遍ぉ巧になットしますと J ぉ!さぷ3 j スィッチぞ巧した 
とき、 K 巧び9化し . a お I 巧巧ランブヴ巧运びら《运に S 
む0ます •} 



3 じツトした時夏に、技をま遲になるよ:ラたツ 
民巧巧に通 E をな货しまず。 

(インテリジ王ントタイ7—な 


K 


お口よろタイマ-*おな巧 
で（インテ y ジ1ン 
トタイクー替*)な, S ぺ一 
ジ在ごろん < ださい， 


4 たット時沒から 1 巧社経通 » に通后 # it します， 

參通ちを»比する南(巧55が径坦を)に f おはよう J ランフの 
苗 la で、朽5分を(こ固お的に a 坛を巧化することをお拍ら 
せします. 

♦學じすると J おはよラ j ランフは点 S しつづけ*お’が巧 
ランフはち巧します •（ ロックびごツトされでいれは JO 
ツク j ランブは点巧しでいます。】 

参*坛スイッチを巧すと f おはぶう j ランフ巧ち巧しまず， 


をうすぐ M ♦让 I 
-ランプのでお巧らだしまず • ^ 


-• し '！ W 

、占- 〇 »»* ぅ 
(が巧み)食 W づ MM ミ 


I おはよラタイマー通 e の巧 0 消しかた 

f おはよク J スイッチを巧8巧すな.遅坛スイッ子を巧します， 
予巧が巧り萬され、ランフヴ巧口します， 


おはぶラタイマー時«のをせかた 


このちはようタイマーな I ごットした時茵におち sa になるよラに邏6面佑》するタイマーです • た f ンテ y 
ジェントタイマー awi ホがベ--ジを巧〉 

iw： おな:ぶ5タイマーそ午1171110分にろせると S :现 gwi は y «ews8 巧！ 

1 r 巧列をせ j スイッチを2巧巧しまず， 


♦は 


•巧巧に巧巧ヴ表示すれ r おはよう J 巧巧さ巧ランブびな*しまず. 
はじめで巧巧含せをずるときは、巧示结に f 年巧 6:ooj ヴ a 示されます， 


2 f 八 J スィッチを巧しで、す巧 7 時 10 巧にさせまず， 

# TaJ スィッチを1◎巧すと巧巧び3お«みます， 

# fAj スイッチを巧しつブけると、巧示グ*«しで爱む〇ます， 

* 巧しで巧し巧けると rooj W じなつたちと、巧め巧ヴ3巧なダつ a みます • 
fSjR7;OOj でいつた从 g をはなレ、巧 S 巧しなおし r 年巧 7M0J で毎ちはなしまず。 

# fvj スイッチを巧すと注ののをになウます， 


3 


， r 時巧をせ J スイッチを 1 ◎ 巧し時 a ちせ巧了でず • 

♦巧巧るだが《の f おはよう J 巧巧させランフヴ满巧します， 


•©巧よクタイマーをせ巧、なブ r ちなよ»«6はランスな#||みになツト||3しで<だ5い.1 
巧晒な上な巧スイツチさないでいると、そのと911巧されている Wfl で G ツト5れ、 CAfl め I9B じ 
它ジれでいないと«ヴ»0さす， 



、8 SM 9 ISS 1 


、こ’*ゎ 年 ,1. 〇. ,〇 

— っ ょ，年 ■[ _た.. IU 

:巧か，み）1ち。よラ} く i •ろな)V/ 


へ）…霞。 （ Q お咬 

巧四 hn _ 


历《ろなランフそ 
ブベで* AS げ它 
ツト113でブ. 


nail 

。。 S 篇。：: r をな]°，-トト， 

Q @啤 VS/V - 孩編な 

_ J nxu 巧がが_ \ 


おはぶろタイ 7 —通 e のしかた 


呂よ s< 
受 

き；ツク 
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おやすみタイマー進6のしかた 


おやすみタイマー運おのしか 




寒い巧など、宙房をしたままおやずみに g りたいとさは、おやすみ巧じ12ットしでお<と1巧首》けちやす 
み J スイッチを巧しでから）じ遵拓を宜巧的に巧化しまず. 


1 f おやずみ j スイッチを巧します。 

おクすみ J ランフびな巧しむツトを3です， 

•おやすみタイ 7 — *坛は，*拉のでを#化のでをなットで 
まます， 

磯！!淳比巧じむットしたとさは、じ、リをすぐに a 巧ち M 
巧しまず， 


21時 nsa 巧に9おを#化しまず。 

♦ are を9化ずる民 K 砖55おる）に r おやすみ j ランフの 
点 S での5巧 a に貢な的に*坛を W 化することちお巧ら 
なします， 

♦巧化ずると、ランブ a はずべでお口しまず，（〇ツクヴごツ 
卜されでいればックランフ巧巧灯しでいます，') 



るラず ca ち I 
:ろンフのな•でわ夕ら C しま， • 


C.^Mt 

，一 OJW *'， 

^ぶウ)が 


■おやすみタイ7— ae の巧0おしかた 

ra スイツチをたな、 r おやすみ1スイッチを巧しまず • 


A を意- 

參むやすみになるとさな.タイマー*坛拍巧では度巧し W いでください， 



ミがが r みタイマ-が巧はお SM ヴ间の場るでる.音な的に26での!锥でがし化 ミ 


おやすみとおはようの おみさせタイマー蓬転に： 



をやすみタイマー遵巧とおはようタイ 7- «反は. 6みさだでご巧巧に g れ寒ず。 


L ちやずみタイマーがホじ f おはよク J スイツチを#します • i 


参おやすみタイマ ー S た （1 時巧）ヴ沒了しますと、おはぶうタイマー*おの巧巧がちにます， 


11をはぶラタィマー1«<?>巧«ゃに（おやすみスイッチを#しまず n 


♦« 巧を W 巧レ.おクずみタイマ ー a 坛 U 巧な）び巧了しますと.お(さよクタイマー*おの巧巧な.ちじ 

なります， 


■おやすみタイ7—遍坛の巧0巧しかた 

1巧やブかタイツチを巧しホ7， 

■おはよラタイマー*坛の巧り巧しかた 

^お巧よク J スイッチを巧しまブ， 


空巧巧巧通6のしかた 


巧巧焉 gttiec よ0,塵巧のチリ、 SCO やたはこの: i などを6をし S ず， （ RAM はち0さなん） 
«でな)損により、じで S ま 7. 巧遅6の扇さ •） 


堤房’空気活を同時運巧のしかた 


1 羅おスイツチを巧しまず。 

•36 ffi 巧ランブヴ A をにな巧し>角乂》巧を巧ら巧を【こ 
在房通6そ巧巧し S す. 

参9巧 S には•芭定 SS ぶ在 S ミ 1グ R まさ打ます， 


2 ^さ»滴津 j スイツチを巧しまず。 

參 f 空巧爾巧 j ランフ(巧を)び巧し•さお巧通坛をお巧し 
まず， 




■空 S 溝ま a おの巧0消しかた 

[空る满巧 J スイッチを巧度巧します， r ミる 巧夕 J ランプび 巧 巧し.空 ホ满夕憲をが 淨 なします • (M 
a 坛はそのままでず。） 


■晒房遅坛と空&满を蓮6の巧0消しかた 

a 巧スイッチを巧运巧します。巧勇*ちと空受看ず a おび巧巧に巧なします，（この a ち.《 房ち さ巧巧 
には.を巧溝巧る房巧 a おします J 


ミ M 房を巧满3巧巧 *6 巧じ«反スイクチ5巧しさだますとさ巧谓 9*6 る宜15的 Olt しホす， • 
ミ «巧谨坛巧には空巧溝巧*坛ち巧巧に巧おしまずヴ、空気淆夕 a むを伴なしたな■で. am スイッチを巧 
:し«81邏坛を»比させますと、禹直お巧に空 R 滴ず a 坛巧しまだか • 

ミ •を巧*を《這建坛をしたをで、 a 后スイッチを巧すと.目巧的じ SS さを滴夕の通®*坛とら•ウまず • 
ミ棄至る溝み！巧をじむすびじ r シャ ー j §れ7ソンのじるしのずることヴありますヴ.でなお0ホせん， 
ミ MS •さ巧滴ホ巧巧進坛巧は.さ巧谓ホ《§でののみえはでさまだん. S 房 S おを A 巧します. 


空気ち淨ち巧逢拉みしかた 


1 r 空巧满ず J スイツチを巧します， 

♦ I さみ ラン フか のな J し S す， 

争巧巧7でンヴ S & し、空巧>夕96を访巧し#す • 
参 g 示巧には S 巧演ホ g 巧ヴ ft 巧され S で。 

♦ II 示 S はミだ • ： ）• mmm 

(が•ミ）’ tmm ) 

(が *3) . 巧 通 怯） 

上拓の3巧增でず • 


2 fAj または、 rvj スイツチを巧しでさ a 夕を巧力を扭をしまず， 

争ぶめで證巧されるとさはお玄び t AC •ミ〕 mm に G ット5れでいます， 

♦ R 巧»€巧なびらさ a * 巧 g 巧な)おスイッチそ#しご巧®のおでじなツ h しでくだ S い， 

♦巧をは rAj スイツチの《さ，-一 { flC - ! ] —【 R 〔•ミ ；— （RC .3) っの抽 C む〇ります， 


fvj スイッチを巧ずと巧の es ! こ wo まず • 



! □ック巧に等让ずる！■さ 

参 HR 道巧と毎時を巧の«さは. ae スイッチの巧よ巧巧で a 吃び巧止しまず， 
>3巧«ホ《巧最巧の g さは、 r を巧满巧 j スイッチを再度巧しで#化させます。 


. 一- - - - - 

♦否巧■巧は、 g 巧スの々化舟ではあウまだん《«巧は化ザ》巧しでくださ 1 A 

バい 


(Smi) 

♦®«» ホ：!ニット巧に»» (巧にま ■) を Jt し&まないでください. gg のみれびちウます， 


■每エアフィルターや*じん巧の巧0はけび不じゅウぶんで夕と、（空を《巧 J ランフびな任し .空巧3|巧* ■ 
• ち»ちしないことヴ友口まず • S 

■ ♦ぶち«と#巧しで任巧した a さか.餐 SK じる6の a い宙巧で巧巧した巧き、巧 S し安ま装凿び£いで a お S 
ミ：〇ザ化でることヴあ〇ます，（デジタル5巧巧びの巧 S 巧 ホし その時な?1巧を痒 Its だ. 邮 法度！ 
! の泛巧をやめるなどしで.罢巧の巧ちをてけでから再 s » 巧しでください、 S 

ミ 參アース«««度する * さは 》H ちなの g 面!こおるアース as ろ{アース巧巧みみ ジ） をま用しでください， I 
!《この ■» を S つでいる»巧で«巧ずる濡舍はアースヴを空です J S 


— 41 



































B 常の点なとお手入れ 


安をにお巧いいただけるよ *5 に-巧巧とお寺入れはを巧的に巧いましよク* 

'AS 告- • — • — - 

® ♦エでフィルターや. * じ /V 巧のお巧は. 6巧にお W しないでください* 

争ち9巧巧巧の人は A 巧にお#したりち音な«巧巧??9いで<ださ LV as ® 巧しでけび。學 
巧の房运となります， 


日常の点検 


’巧のチェックポイントを巧巧しで< だ3い， 


—► ごし<«なぞれでレをすむ？ 

* 巧れた0、拍じれた0しでいま巧んだ9 
* いたんでいまなん占、つ 
•> 汪し<ごットされでいますれ？ 

*• ほこりをまりはるりませんかク 


•呂 * のな巧おを入れの*に B みブ巧ス巧モ田じ、>»プラグそ: D ン它ントから巧ち、■度ザじみクぶん 
C 巧义でから巧つで < ださい. 

M 巧本なじはさまに苗するご注■ラペルびお巧しでありきず，巧れた 0. B めな<巧った«な、やわらか 
い巧《どで巧れ《はさ巧っででさい， * た、おを入れの g になびれないよク C ご注難<ださし、ろし，巧 
びれた OR めな<なった扇さは.お！!いよげの K 巧巧.またなをよ0め S れめ S 社、ま0、 eHM お9 
巧で》しいラベルそ巧■い S めの3え、おウ B えでくだ S い， 


t . けヴを巧ぐにめ C を，を g をぶめで巧5ことをおす r めします • 


♦« iS のお寺入れ 

ちれたらそのつどおホ入れをしでください. 

らかい巧さ A るま9で A らし C よくし巧っでから巧い 
で<ださい • II にちれのひといとさな、やわらかい巧に台 
巧巧中11が8«つけで BSB つでください， 


Xt # でクさ/ V やベンジン. シン卞一などは- A 巧にこ《巧に《ら《 
いでくださし、 S 拓なおあなたり. *6 の S をび S をしたりしま 

す. 


► aaw たし□のおを入れ 

. . . . . .. 

<、 1々ちじ1@餐8は. 3 S 的ぶしひウ咨こ0を.《る《巧《などで巧巧しで<だ5い， 

垂 MC 出し〇の巧ホ六れ巧.ルー"ーヴレホラぶ > v に巧そ.巧のつ7ンヴじまり SS ヴお«くなつ 
.パ。、 は?巧•かめ C かろ巧つでくだミし、 


争; IB の化し0に0い《や巧れヴ巧*7ることヴ巧ウます 
巧' gJB で巧ホ0ミ巧んそのよう f ぶと5巧やりられい 
巧で巧：5田クで<ださぃ. 


«<♦えたり- M をな)えたりしないで<だ《い，ルーバー owus り、 
た0し C 、 MCW 5 巧ヴ goo 、 度巧ーペットなと} る乙む巧6り S すのでごまか、 

♦ we クンジン.シンナーなどは.18成:ご WIC ならないで< ださ八 


参エ77イルターク第I；ん也を巧りう1したまま蓮むすると《巧な S のち巧と W0 ます. flWSHJ かブ巧め田■に 
W 実にごットしでくださし、. 

參エアつイルターグ巧こ口径まりをしたり.ま®巧化し□し— .ajl 巧びホったウしたとさな M 巧ヴ g 巧に iW し 
ます，フイルターヴインな S ホろ遽坛を巧けますと.«巧び白 W 的に g 巧を9なすることび友0ます， 
♦エアつイルターび!ミいでいたり、6み巧けびホにホウぶんだつたウすると，穿る31巧ランフヴし raaui 
ず*おをし W いことびあ0ます， 

♦エアフイルターの«泣にがび巧 S しでいますと、ほこ0房ま口と巧じれ t としが t 乂:さ 0® ウまず， 
お争入口•をのホるなレ巧5ぷん C さつで < ど S い. 

^法ぎ 1C ほこ0び巧いたまま a おしますと.さ is 巧おが狂び g くなることヴ衣〇ます， 


； Mg の 1 C わプか C f シヤ ー J 舍や. 3ソンの(こおいびすることび巧りますヴ《>ではありま巧ん ； 

\ いつげし込^巧けてください，巧いでいた on み巧けヴ不じゆうぷんだつたりするミ 

； と空る»穿ランブヴな g しで-を呆 a 巧*坛をレな:いこ C ヴあります， ミ 


3 をとどお 0 じ巧み巧けまず。 


(pns 


参エアフイルター、《通《のおを入れ 

♦1n ち【こ19#度な. fii6 レで <ださい. 

♦フイルターサインヴお*したと8巧，かず王アつイルターの<•なをしで<だ3し、 

♦エでフイルジーは、巧ウかすことヴで S ます. A 巧をするとさな、曲0巧しで•巧〇に*など 
で度をクでいるちこ0を、巧ウ巧いでくだ3レ，をた、巧などで巧に巧れグひごいとさは. 巧巧な 

巧巧で寺《<巧い、水気をよ<はろつでならじゅうぷん CCg させで<だ3い， 

♦63 巧じを C ウヴ巧いでいる扇含は，爾&!«巧《ら•ごで巧しでくだ5い. 


M じん6そ、 sru ：： まま TC すると r ジ ー J という抵每足がし 《 i 9 c ?> aM の9(苗となりまず • なプ 
じみラぶ《3>しでなろ組み5^で<だ3し、 

Mc / vfic . どに M ホるスフレーコートな gm しないでくださし、 


参 it じん巧は、じゅラぶ/^かしでから巧み&んで < ださい、 
争*じん巧は.巧まで〇つばい巧し&んでくださし、. 


♦空《满巧ユニット{集じん«)のちき入れ 

この2记>々111巧、 SA 满9ユニットの《じん度に SR 々のチリ，该こ〇などを巧■させ Sft % 滴9し 
ますので*じん巧のおさ入れびな g です.1巧ちじ1面かょ巧讓じん巧5おウ9^レ«な5レで<だ《い， 
るすると S は、 》(* フラヴ5コン G ントなる a いでくだ交い， 


1 篇じん巧を巧 0 おします • 


ェ7クイルターよ»を巧ろ 
さつすぐ上へさほホします, 
么ゾ'《^で5班文ると«す 
ること巧巧りタタ. 


♦ S じん巧の巧クホをさり40、巧り巧します> 


集じん巧の巧れをちとしまず， 


♦巧巧巧 S を;8かしで氷 C ひにしで6フラシ«とで巧れを 
S ごしで < ださいバ军巧などを■巧レ.ブ乃めないようこ 
注》くだミし、> 





























« 巧かな？と思ったら 


巧■かな？と《つでをぶく調ぺでみると巧■でない*さを衣0まず • 
»51を巧*する巧に、をクー*巧の巧をお«ベください I 





〔巧のことを»ぺでください。つ 


m 象 

# «めザイント 

•か<—ジ， 


♦** フラヴヴコン C ント C しつびウ痛し&まれでいま 

37 

ない 

すな， 


•こま巧のヒュースでフレーカーがきれでいまだんか • 

- 

(■6 SIR ランフヴ9をに巧 

なしない） 

では$0まだ /V 石、， 

■ 

♦□ックヴごットすれでいませんか • 

39 


♦ I でフイルターヴ2し<でットされでいま7か • 

42 

MM スイツチ«押夕と SM 

♦空拓*巧ユニットの霞じん餐び正レ<ごット5れでい 

42 


まずか. 


A W しない 

>お度*の妇ス巧ヴさ Ml こ«つでいますか • 

38 

(316 »巧ランプヴ巧©になな 

•方ス S 巧（ち化巧スホース）にをホな巧つで L ぶせんか 

38 

しない） 

♦々イコンゾ ー5 —び巧 fi しでいまなんむ • 

»】 


♦エアつィルター CSC りヴたホつていませんか • 

が 


(つイルタ—ヴイン!さな*しでいを巧んか •） 

に g 父する 

♦ jfiS 巧あし□びふ5びれでいホ巧んれ 
•マイ3ン> —ターグ巧 B しでいをせわか， 

♦おまえめ■坛なの宙巧>よが《で这ちウませわか • 
f*e ランブヴじな幻しでいませかか •） 

37 

が 

38 ; 


•おま1苗びほくおウタな b な， 

38 


参お S » のちク P び M いでいさ巧んな， 

- i 

よ <■> らない 

參おの方夕ちは、を W になクでいな V 

巧 


♦« IIR 巧巧!こ巧ヴ■いでちウ S せんか • 

37 i 


•««9 Cg こ〇ヴ巧いでい g せんか 

が i 

巧ス K い 

•» 化巧スホータのじされでいまザか • 

37 i 

♦ S 化巧ス巧ースヴいたんでい g せんか • 

37 i 


( こんなとミは巧师ではおりません) 

■ m 

■ S と 巧*1 

シープンちめや.«巧9通巧しおかつた《, 
g 化づスホースを曲■したをになか《なな父 
しな (A 

な父 imt & 巧巧ランフヴ巧をに巧巧》するまで遥坛 H 巧を< 
。ちします • （な f じロスでース巧にををヴ巧つでし々ためです • ^ 

6わで*坛したとさや.しばら<ご《吊に g 
らなびつにさのは. g や C おい 
びでる， 

«おのおのお氏 g ごに巧■しでいるるやホ3リヴ巧なるためで 
す，しばらく《«しなヴらご1*巧くだ5い，また.フ a — リン 
ブ巧つックスなごザじ扣»されで. C おことび$0ます。 

A 火したとさや、 git した» [コ、ソン J 《3 
ツン J という«びダる， 

巧ス as を M なするための■田な巧で巧 M ずる乃ス巧）ザ 
巧 fi すると5の含です， 

M ♦化度じ f チリ、チリ；と*ザする， 

ーンバーナーび1»によ 0. を» . 巧ちしでおこるさです， 

な欠したとさじ、 r ボッ j という含びする • 

巧 XS ヴする*さびちウます， 

*6 のじ fyp - l と g ヴする. 

巧ス巧 gaiTAT る!•さヴぁゥか,' * 

な火が.み£をに巧リ J 巧リ J とホシ 
ミ 8)9^ も 

« ss 巧ぜのおな y とヴ跑请巧されるお亡を!]!び K 巧、のち 
し C ちこる S です. 

か t しでるブぐ C 巧»フ r ンけかび#化 
レか、 

« B 巧 B を巧々しでから弓12的に止まります， 

gits . ち52坛 II 巧をしでをすぐじ Al 义し 
な0、 

巧さヴちまる*でレならく巧ろ，朽20みしでから呂》的じな 
火し寒す. 

S クで電 S •ブラブを a レでしさゥたた々.す 
ぐ*し込んで1巧がをしたザな乂しグ化 

巧巧ヴホえる*で《好抽巧つでなろ.再《*坛|•巧巧しでくだ 
さぃ. 

タイマー ae •巧5レたのに♦让する • 

タイ 7—*6 した《る、1巧 M たつと目 B 的 C ♦はし ST ， 
S «» 反1■巧5レで < ださい， 


のを巧に貧謂びみると6や.おわな0になろ«いと6巧.巧■い上げの««巧. g たはるよ0の W 打の S 
； S 巧.玄 8. S ■巧をへこ遞《<だ？し、 ミ 


W 1 巧ぶくの乃ス直!！しで < だ3い • 


— A 餐吿 


(0 


«巧にお SS ご頁身で • 理なさらないでください， 

す《ヴぁと乂巧 • •雪などの RB になり*す， 


安を巧 a が巧巧したときの巧 a 


こめ a ■じは、ちま B ■び巧 B したとさの巧巧らせ植«ヴついでいます， 

«坦巧に、樓9ヴ淳化したる S ま S ■ヴ巧 ID しでいなレク a ベで<ださい • 


(S ホ9と蠢巧ランプ > 

S さ《 ■ 

■ 8 

1風 S ' み： 

り2か 1) 


，巧をする R じ.巧スる itASCS • 
ホ化しタタ， 1 

1 

田巧え S を8 ■ 

® 巧の C バーナーの S ヴ31えでし*クたと;! 
9. づス5はる萍化し 

1 ii \ 

…巧 ■) (々が*) 

バーナ ー C ■乂し y ククたとさな： 
どにちを R ■ヴ118,巧ス否な AMSg ! 
J £ し*す. 

: 03 J K ^ 

flg ) (巧 e な*) 

帥。。ス加な i ミち 强證為 淵た装 r な; 


s 無巧达 S ■ 

(ヴーさスター) 

« 巧巧び》々》»した ce じ.乃スち江め1 
ae 巧巧比しタタ. 

[ ._____.が S • 

りお5か <ホをがの 

ツィルターヴィンな a 

3 m 巧と » ■ 

(** じコース > 

« 拓巧ヴ asa » したと a じ、巧スを化め： 
a 吃を巧なします. 

泛乂安を百 ■ パーづーヴ«巧《巧<$乂《巧！ したとを 
【**スイツチ） C . 巧スぞ化め IF 巧を > 比します， 

[ 6つ] S ■•- 

167なみ （ホをな S ) 

空巧>ホ SB ちま8置 

空る满夕豆 a に a 巧々％ろたとそに9ちを i 
# 化します， 

1思0 

— が 1 S 口） 

S ■巧巧じ奋 ■ ; : a ■巧な巧れたとさじ、とコースをの0、 ： 
<>巧ヒユース} : *おをホ it します. 

，•巧 L ...... j 為〇 

(ち巧） 《巧巧） 

巧":■一强 S 来 

(00 巧*) )巧を《*) 

>■巧をを S ■ 

は。巧できませんちをお»^»8.: 
巧スちなめ a 拓を♦庄します. 


ミ♦このをか力?!巧びでにとさは度话ヴお e です.お■い上けの媛巧巧.家た0ちよ0の当なのまな.ま g，i 
； 雪顏巧、迁 la 巧へご as ください. ; 


ミ♦お9■のさで不 X ま》巧おじ8■び巧 b した ft , じ巧5ぶ〜 C お扣■の姐 RS なでにし 
ミと 、 f ::か lU ジ asj f N なみなどま R 示しで 9 E ミしない； i さヴ $0 S 7, じホウぶんにお巧 
• モ巧つた 》. sae しで<ださい • 

最 S 

巧■巧定 

乃スが E し<«えるたみには、巧スの©〜100るの空が 
化冊です-し A 巧ゥ CM で ft 巧 MS 巧する C 空«巧の II 
«び！!ルし、不％ま m しで、 HI 化 5 KSIIS するた» 
巧ホウさブ，エ7フィルターび B 夕つで6«巧です， 

じ々5ぶんにめ!#あを巧い.エア7ィルター S 巧} 
モ巧クた ». しで<ださし、， 

巧ス«口さた0なな V たと《口、 as い (* ザ S いたと 
ど C ちご 0 ST . 


巧スなび818た〇おびゥたとさ<#だにちこ0象す， 

巧レ L 、/こ4い • 

^した S を巧5垂んだゥ、 ■» ヴ S れたと受 W ど 

じち乙す， 

«11そ爸こた &. 两 *6 しで<だ3い. 

エでつィルターが•さこ0«ま0しでいたゥ SBC ホレ 

Q じ gg 巧びちる C さ4¢ごじおこ0ホす. 

エアブ1•ルター史の《巧ク，»■巧る ROg いじ*しげら 
<巧’イ巧）しでなら两*巧5-で<ださい. <霉巧ブラヴ 
巧巧巧:77ンヴ0つでいるちいだは岳なで <だ8 
い> ; 

エアクィルター* M 巧化し□びふさびれたとさ《ごじ 
おこ0まず. 

巧3がを6でず.お■いとけの sn 巧、 g たはをよ0の S 
なの5口、交6、«麵巧、出* R へご麵»<ピ5し、. 


i « スイッチち f 巧 j にし、し巧ら< 巧 •— G 巧> しでなろ 
巧通6しでください， ssaxs を致■び ft く 1 S 含は.お 
■いとけの eng 、 ホた9をよりの S 巧、まち、 traim 、 

ホ SW へご) iB < だ5い， 

空を满 M に0馬亀皮びなかつでお0まず- SR に 3 S の 
B いや巧 S 田のをくで《巧したとさなとにわこ0ホ 
ず.まに、 fiWB さ aHif コこッ公ま A れちしないと 
さ亡モ方こ0やず < な0ます. 

SS の S あなどちしで.おちをでげじ»,再»わ*しこ、た 
すし、また、さる满々ごニットのも字入れ f がページを巧：） 

6巧つで<ださい.モ rt でもち妄«■ヴ ® く《さほ、お ■ 
いとげの«な巧、»たはをよりの S 巧、置店. 8■历、出 
* 巧へご ■»< ださい. 

gSQg ^ r シヨートしたとさなとて:ちこ。ホ巧 • 

巧3び化»です。ち■いとげの 6 ft 巧、またはをよ〇め玄 
な、まち、 S ■巧、化 g 巧へご通18くださレ， 

«にぶゥ♦化した • 

«1しにらち：！坛しで < ださい， （ み*屯なかす巧ス巧を 
巧じでおいで < ださい.）まに.巧卸させをし g あしで< 
ださい. 


ミを*■ヴ巧>したち C . ななしで巧*坛しでろ.たびた U 巧じぶろじ巧巧をくりヴますよう ga 舍は 、 i 
igt 、 上けな«巧ち、またなをぶウの当巧の玄わ.交 e . ち m 巧、 ぶ荣巧へご»»<ださい， ; 
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保管と アフターサー ビス 


保管（長期間使巧しな:い場含） 


—注を- 

♦ 幻スをを巧じ、 ■ 巧プラブをコンむントから巧さ、 3 化巧スホース《巧 0 
W 巧しで < ださい - < アース » を * 巧された場をは、アース«モ巧〇巧しで 

*<片） / I \ 


♦« ■のおち*お寺入れをしでから«■しでください。 

♦各巧の巧れを巧〇玲き I ほこ0などの a 巧び入らないよ5にビニールを巧巧で< ださい， 

♦巧に乃ス法巧日やち化乃スか-•スじは、ほこウクごみび入つで方ス aa を居まらだないよクじ、巧 
■のキヤッブをしで < ださい， 

•3 巧や留こウのがないとごろ csg しでください， f g 

♦お巧めじ r ぶつにときの g に入れでおかれると«おです. I I { 

争べランタ r よど®巧曰おのちたる*拓や « ai こら’るとこ [ I 

ろでの毎 S は巧房巧分の密运やを巧のおそれヴあ〇ま g ra|TT _ J \ 

ずのでおかブください. 目 

参がドは]••ドなルジ H こはちみ込 i 烛定しで< 

ださい. I ttSA&/vMS 1 

しで < ださい， 


アフターサービスじつし、で 


•サービスのお巧し么み 

37ぺージの f »» 石、な？とをつたら J の巧を巧でをう一巧ご《芭<だ5い， 

广-么 をを --- 

I イ^ ae のクえ、それでる不 n をびある4を I あるいなご不巧な霸をはこ百おで m なさをないでぉ ■ 
I 〇〇 い上げめ IfiRB . * たなるよ0の g 巧の安む.交0、ぶ！!巧へこ iW < ださい， 

I その S をご « 再にさすと、面•や « ■火化の扉8にな 0* ザ， 


なお.ご*«いただ<とろは、巧のことちお巧ろせ<ださい. 
(1) おち巧ごは巧9括 SS 道《 <で5るだけ g し <) 
<2)お巧な巧ぴ概拍本な efts の技巧にお»しで巧 0 S 7, 
<3) 巧スの •* 

U} 巧象（で S るだヴ巧し<》 

ほ）巧規ご mas 


參 C 居されるとき 

' 么»吿————-, 

巧スには • 巧方ス 138«■ およびし P 方スの反巧びお 0 まず， 

A 巧スの穩類ヴ ■ なる巧巧へお S される扇をじは、巧苗の巧 !• や ag がな麵と 
V な 0 ますので、 CB 巧の巧スの《 « を《 » のラる、お貢いとげの * 巧巧、ま 
W バたはをぶりの当なのま « ，ま 8 、蠢顧氏、ホ « 巧にご拍技ください，ただし、 
方スの《麵によっでは mg でさない * をち巧 0 まず。 

MS にとちな弓 SB [ク巧ちの i 巧は、度巧巧巧のでを育時と K 0 ます， 

• 巧 tt じついで 

巧塞の flS 度び毎化■に r イっ C います， 

#€£|1巧 g 巧は 

度な■に C ■のよ5じ.«度の巧ついで巧いいたします，巧しくは.该旺■をご K ください. 
巧 aw を！《巧3れますと.霞 R 巧曲巧でおっでをち a ■をいただ< ことび巧0ますので夫巧 C 备居 
しで < ださ 

参な巧巧 ( seg をの巧 gg まじごレで 

お■いとけの《兄6、またはるよ0の当れ巧受な.を居. e « 巧.が»巧へご宿なくだ a い，ち届 
にぶっで《巧び g 巧でさる«さは.お S 巧のこ Bifi にぶ OgR 巧まいたします， 

♦ 痛《巧は巧が苗の最な S ち巧 H についで 

鲁 II 巧巧な巧巧面の«は Sg 巧 tt は、当 S 巧の KS 巧巧る6巧垃としっています. なお .篇ち巧巧巧が 
ちとは、その《宙のな g を《巧するためじか S な巧ちでず， 

♦ アフターサービスなどじついでねからないと S 

♦お貧いとけの顯充0.をたなをぶりの尝巧の5が、安居. S 荣巧，お巧 W {が巧の巧 J 一 K 
S ご•巧）にお R いろ行な< ださい， 

參巧な BN のちすすめ（育 R) 

♦ sn 曲.安を巧■にご《巧いただ<ためじ SR 的に （3 シースンに！巧 IIS ) r 用巧 snj を s 巧ろれ 
ることを巧すザめしジブ， 

♦ f な巧 S , j は.お■い上け巧 g 巧 5. をたなをよりの当れのまな、玄(5, SSSHt . 巧 SRC ご巧 
巧ください，（巧 R ) 

♦ r 用の巧8は.て趴*りでブ， 

の MSS 0 な A 说 

(DHttSfll 
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